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西国分寺駅北口駅前エリアの検討状況について 

 令和６年２月 14 日（水）と２月 18 日（日）に，第６回西国分寺駅北口駅前

エリアの整備の実現化に向けた意見交換会を開催しました。 

  

 

→西国分寺駅北口では，西国分寺駅北口周辺まちづくり計画が令和２年３月に策定されて

いる。まちづくり計画の対象エリアは，現在検討進めている駅前エリアを含んだ，新府

中街道，国３・４・６号線，府中街道に囲まれた約 26ha のまちの将来像を掲げている。 

→このまちづくり計画において，住みやすく選ばれる西国分寺駅北口エリアでまちづくり

を進めていく，という趣旨のコンセプトを示している。 

まずは，駅直近エリアのまちづくりや整備を進めていき，駅前のエリアから地区全体

に拡げていくプロセスで目指す将来像の実現を示したものである。その目指す将来像と

して，住む人が中心となるまちという全体のコンセプトがある。今後の検討の中で駅直

近の建物計画等を考えていくが，まちづくり計画では具体的な計画は明確にしておらず，

地元地権者の皆様からも現実的な規模が良いという意見も多くいただいている。事業採

算性も考慮しなくてはならないが，まちづくり計画においては，国分寺駅とは異なり西

国分寺駅エリアは「住むまち」を掲げている。西国分寺駅北口エリアにあった現実的な

整備に向けた検討をみなさまと一緒に進めていきたいと考えている。
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→その点も含めて検討していきたい。 

 

→比較的多くの土地を所有されている方を対象とし、南北アクセス道路の整備の意向を確

認することを目的として訪問させていただいた。 

→国３・４・12 号線沿道や史跡周辺地区等については，都市計画の用途地域変更のみを行

ったエリアであり事業を伴ったものではない。こちらは，土地を所有されている方の土

地利用に関するルールを定めて，改めて都市計画の位置付けを持たせることにより，誘

導的にまちづくりを進めるという手法をとっているエリアである。西国分寺駅北口エリ

アについては，用途地域変更のみを行ったエリアと異なり，整備事業を伴うものである。

西国分寺駅北口エリアは、駅直近であり多くの権利者がいる。その方々の将来の土地利

用に極めて重要な影響を及ぼす整備事業であるため，１～２年で実現できるような性質

のものではないということをご理解いただきたい。また，目に見えて進んでいる様には

見えないかもしれないが，今年度は，交通量調査を実施し，今後は測量を始めより詳細

の技術的な検討が必要となる。決して進んでいないわけではない。実現可能なものを精

査・検討しながら提示している。そのため，多少時間がかかる点はご理解いただきたい。 

 

→多くの意見をいただくための方策を検討するとともに，その中の一つとしてアンケート

等で意向調査や個別訪問等を実施することを検討している。 
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→西国分寺駅周辺まちづくり計画をもとにまずは，駅周辺の防災面や道路面の課題を解決

できるようなまちづくりを目的としている。 

→予算規模等については，具体的な将来像や整備手法など把握しきれない部分が多いため，

現段階では，明確な予算規模を示すことは難しい。駅前直近の利便性を見ると土地の価

格が高いことは認識している。今後，みなさまと協議を進めながらどのような将来像で

どのような整備を行うかにより事業規模が見えてくる。事業全体が見えてくることによ

り，予算規模というものが見えてくると考える。更に，事業採算性といったものも考慮

したうえで最終的な予算規模が見込まれると考えている。 

→整備の完成時期については，現段階では明確に示すことはできない。今後，勉強会等を

通してみなさまと一緒に将来像を決めていくが，それにどれくらいの時間がかかるかに

より時期が見えてくる。また，立退きの可能性については，道路整備にかからない位置

であれば，用途の変更はあるが，立退きの可能性は少ないと思われる。しかしながら，

今後どのようになるかは事業手法等の検討を進めていく中で見えてくると考えている。 
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→アクセス道路については東西アクセス道路及び南北アクセス道路があり，南北アクセス

道路は北側の国３・４・６号に接続している。従って，二方向でアクセスできる計画と

しており，駅前だけで袋小路となっているわけではない。また，府中街道から新府中街

道への接続については，まちづくり計画を策定するにあたり様々議論してきた経緯があ

る。その際に府中街道と新府中街道をつなぐと通過交通が増えるためやめてほしい，と

の意見が多くあった。新府中街道に近いエリアに居住されている方は新たに大きな道路

を望んでいないとの声が当時は多くあった。従ってそちらのエリアを整備することは現

実的ではなく，駅前周辺に車両が進入できるように二方向として，現在の形を計画段階

からお示ししている。 

→エリアについては昨年度反対がなかったからこのような形にしたわけではない。おお

まかなエリアをお示ししたところ，エリアをはっきりとしてほしいとのご意向をいただ

いたため，地形地物（道路）を境として赤線で囲ったエリアを西国分寺駅北口駅前エリ

アとして検討を進める範囲をお示ししたものである。今後，具体的な検討を進めていけ

ば賛否両論出ることも理解している。しかしながら，現段階では明確に線引きしないと

議論も進まないので，まずは検討する範囲を示させていただいた。今後の駅前の将来像

が示されないとのご意見については，勉強会等を通して，みなさまとともに作り上げて

いきたいと考えている。何を協力するのかわからないというご意見に対しては，一緒に

議論を進めていただきたいと考えている。
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→来年度以降にまちづくり勉強会の実施を検討してるので，そのような場で意見をいただき

たいと考えている。 

→現状 4.5ｍあり，高架下の地盤については現状のまま下げることは埋設物等もあるので難

しいと考えている。 

→エリア内の権利者の方のご意向は重要であると考えている。従って，来年度以降は，まち

づくり勉強会や個人，事業者を含めて個別に権利者の意向を把握する機会を増やしていき

たいと考えている。 

→開催通知については，登記簿情報を基に約 160 名の方に送付している。１回の意見交換会

を平日及び祝日の２回開催しており，おおむね各回 30 名程度の方に参加いただいている。 

これまでの意見交換会に１度でも参加されている方は，160名のうち約50名程度である。 

→フェンスの利活用については多くのご意見をいただいている。皆様からいただいたご意見
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は重く受け止めている。しかしながら，北口駅前のフェンスを利活用するためには多くの

課題があることはご理解いただきたい。地元の方と近い距離でいつでも話し合いができる

環境が求められていることは理解している。少しでも個別に意向をきけるように進めてい

きたいと考えている。また，拠点についても検討を進めていければと考えている。 

→当該エリアでまちづくりや整備の実現に向けて進めていくエリアとしては，賛同得られて

いると認識している。しかしながら，具体的な整備内容等について議論をしているかとい

うとそうではないのは事実である。それをこれから，権利者の方々と具体的に話し合って

いく段階に入ろうとしている。行政側としても，防災上の観点等からもこのままでいいと

思っていない。駅直近のエリアから整備の実現向けて検討を進めていきたいと考えている

ので，その点については，ご理解いただきたい。 


